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R. Browningの恋する心の痛み
うた
についての詩
渡 邊 清 子
は じ め に
紀要第3号ではBrowningによる｢愛の挫折｣についての詩,続いて第4号
うた
では ｢地上で実らなかった愛の詩｡｣について書いたが,今回は ｢恋する心の痛
み｣をテーマとする2宗の詩を中心にして,詩人の恋する心の一端に触れてみ
たいと思う｡
(A)ASerenadeAtTheVilla(1'について
この ｢別荘で奏でられた小夜曲｣という詩は詩集MenandWomenの中に
1855年にはじめて印刷され,所載されたものである｡後に1863年に Dramatic
Lyricsとして区分されたoLかLF.G.Kenyonが'Thereisnoevidenceto
show itsdateandplaceofcompositionbeyondthefactthatitbelongs
toItaly.,`2't言っているように,その作成された時と場所はさだかでないらし
い｡W.C.DeVaneもこの詩の書かれた時のことははっきり判らないとしてい
るが,たヾこの詩の背景になっている場所と時について次のように述べている｡
"Thepoem obviouslydescribesthegardenofanItalianvila,onahot,
close,southernnightbeforeastorm.Thelandscapesuggeststhatthe
(1)本論文に引用される2宗の詩は下記の全集のVo1.3からのものであるo
SirF.G.Kenyon;(Withintroductionsby); TheWorksofRobert
BT･OWning,'CentenaryEditionInTenVolumes,(AmsPress,Inc.,New
York,1966)
(2) 上記Kenyon全集Vol.3.p.xxiv.
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countryisthatofBagnidiLucca,wheretheBrownlngSSpentthesu-
mmersof1840and1853.･(3)
この詩はBrowningのmiddle-periodpoem といわれるだけに実に見事に,語
り手である "Ⅰ"の激しい情熱が詩全体の中に哀切の言葉となってちりばめら
れている｡蒸し暑い暗い陰気な,嵐を学んだ夜,リュート(4)をもって語り手で
ある恋人は,愛するひとの窓辺のあたりに立って,思いのたけをセレナーデに
託して彼女に伝えようとしている｡しかし彼の恋は全く拒否され,無視されて
しまうのである｡このことにつき,ThomasJ.Colinsは "h thispoem we
areglVenadescriptionofthecompletenegationoflovewhichcontra-
stsbothinmoodandmeanlngWith "OneWordMore,…BytheFire-
side,"and"LoveAmongtheRuins."(5)と述べ,その理由をおおよそ次の如
く説明する｡つまり今あげた3つの詩の中の語り手は皆, "…hasfoundhis
"moon," "theguidingstar'.っまり彼を明るく照らしてくれる清い月,又
みちぴ
は己を導いてくれる星を見出している｡それだのにこの詩の主人公には輝く月
ら,彼を慰め導く星さえあたえられず,彼の愛は拒まれてしまったと言うので
ある｡
詩の書き出しはその前夜,愛するひとの固く閉ざされた窓辺で,嵐の中で熱烈
に愛の調べを歌い続けて,絶望と怒りと切なさに打ちひしがれて,家に戻って来
た男の回想言葉となって送る｡JamesFotheringhamが指摘しているように,
この詩のもつintensityはその"keenlycutphrases"や"boldromanticphra-
ses"によって丁層効果的に高められていると言ってよいであろう｡詩は次のよ
うに始まる｡
ThatwasI,you heardlastnight,
(3)W.C.DeVane;ABT･OWningHandbook.(CornelUniversityF.S.Cro-
fts&CoりNewYork,Mcxxxv.),pp.201-202.
(4)lute(リュート)はギター に似た弦楽器で16-17世紀頃に用いられた｡
(5)ThomasJ.Colins;RobeT･tBT･OWn一ng'sMoral-AestheticmeoTツ,1833
-1855,(UniversityofNebraskaPress,Lincoln,1967),p.134.
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Whenthererose.nomoonatal,
Nor,toplerCethestrainedandtight
Tentofheaven,aplanetsmal:
Lirewasdeadandsowaslight. (st.Ⅰ)
(あれは僕だったのです｡昨夜あなたが聞かれた楽の音の主は｡そ
の時,月は全くその影を現わさず,又固く閉ざされた夜の帳を差
し貫く小さな星一つさえ見えなかったのです｡生あるものは死に
絶え,光さえ消え失せていました｡)
という程の意味である｡次の連では辺りの不気味な程の暗さと静けさが描写さ
れている｡
Notatwinklefrom thefly,
Notaglimmerfrom theworm;
Whenthecricketsstoppedtheircry,
Whentheowlsforboreaterm,
Youheardmusic;thatwasI. (st.n)
(蛍のきらめく光の跡もなく,土蛍の放っ微かな光も見えません
でした｡臆蝉のすだく音も止み,臭の声がしばし跡絶えた時,あ
なたは流れる調べの音を聞かれたでしょう｡それは僕の奏でたも
のでした｡)
今みたように,1連と2連には全くいのちと光の存在が感ぜられない｡T.J.
Colinsも"Thepoemcreatesamoodoflifelessnesswhich,foBrowning,is
theinevitableresultofun,equitedlove:･と言っている(06)次の3連でみられる
ように大地でさえも,蒸し暑い夜を通して,歌い続けるこの男の苦しみと哀切
きわまりなき調べとに胸打たれてか,その眠りを乱されて,寝返りを打った｡そ
(6)ibid･,p.135.
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の証拠に大地が熱い溜息をついたので,一陣の熱風が吹き起った｡すると天上
のあちこちで稲妻が閃めいた- ｡その閃光が夜の帳を突き破った所から,血
のように生温い雨の雫が数滴したヽり落ちて来た｡かくして夜の沈黙は破られ
たのであった｡
Earthturnedinhersleepwithpalm,
Sultrilysuspiredforproof:
Ⅰnatheavenandoutagaln,
Lightning!- whereitbroketheroof,
Bloodlike,somefew dropsorrain (st.班)
この3遠目の終りの3行をA.Symonsは殊更にイタリック体で書き,次の
ような賛辞を呈している｡"ThelinesIhaveitalicisedareoftheschool
ofDanteorofRembrandt･Theirvividnessoverwhelm s."と.(7)symonsは
Browningの後期の作品を特徴づける"swiftsurenessoftouch'をこゝにも見
出しているのである｡
語り手である男は無情なる恋人に対し,空しく語りつヾける｡
Whattheycouldmywordsexpressed,
Omylove,myal,myone!
Singlnghelpedtheversesbest,
Andwhenslnglng'sbestwasdone,
TomyluteIlefttherest. (st.Ⅳ)
(僕は自分の歌った言糞が,いかによく僕の胸の中を伝えている
かを思い,満足しています｡お､,僕の恋人,僕のすべて,僕の
(7IArthurSymons;AnITuT･OduclionTone5hdy0/BT10Wning,(J.M.
Dent&SonsLtd.,London,1923),p.26.
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うた
唯 1人の恋人よ! あなたに捧げる最高の詩に調べをつけて歌い
終えた時,あとはもう僕のリュートに任せてしまったのでした｡)
そうしているうちに夜は更けて行き,東の空が白んで来ました｡大型に群が
る小さな毒人参の花が白く見え初め,新らしい1日が始まろうとしていました｡
労苦と重荷に満ちた早朝の時が訪れる前に,僕はもうそこを立ち去ってしまっ
たのです｡
Soworenight;theEastwasgray,
Whitethebroad-faced hemlock-flowers:
Therewould beanotherday;
Ereitsfirstofheavy hours
Foundme,Ihadpassed away. (st.Ⅴ)
上記,詩の2行目のhemlock(coniummueutatum一毒人参)は撤形花屋の
草花で,激しい毒性をもつものとして,ギリシャやローマ時代からよく知られ
ている｡その花を殊更にBrowningが用いたのはイタリアでその頃,たまたま
咲いていたからだ,とするには偶然すぎると思われてならない｡その毒汁を飲
まされて,従容として死についたSocratesの話は余りに有名である｡がその
持つ意味とは別にこの詩の背景になっている陰欝な暗い夜と,悲哀に充ちた若
者のイメージに合うものとして毒人参が取りあげられたのではないかと思われ
る｡又例えばMacbeth,(Ⅳ,i,25)の中の魔女が,大きな鍋の中で,闇黒な
真夜中に,掘って来た毒人参の根を煮つめる,悪意のこめられた気味の悪い風
景 ("Rootofhemlockdigg'd'nthedark")が思い出されたりする｡John
Keatsの"OdetoaNightingale"の書き出しの"Myheartaches,anda
drowsynumbnesspains/Mysense,asthoughofhemlockIhad drunk."
からみても,セレナーデを空しく奏でた若者の胸の痛みに通ずるものが感ぜら
れる｡とするとBrowningはやはりhemlockをある効果をねらって故意にもっ
て来たのではないかと考えられもする｡
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Whatbecameoralthehopes,
Wordsandsongandluteaswel?
Say,thisstruckyou- "Whenlifegropes
"Feeblyforthepathwherefel
"LightlastontheevenlngSlopes,
"Onefriendinthatpathshalbe,
"Tosecuremystepfrom wrong;
"Onetocountnightdayforme,
"Patientthroughthewatcheslong,
"ServlngmostWithnonetosee."
(st.Ⅵ)
(st.Ⅶ)
この若者が終夜,恋人の窓の辺りで歌い続けていたことを彼女はよく承知して
いる筈である｡しかし応答が全くなかったのだから,若者のすべての希望や,
切なる愛の言葉や,リュートによって奏でられた美しい調べはどうなってしまっ
たのだろうかと疑う｡そして彼はこれから悲痛な自問自答の独白を語り続ける｡
どうぞおっしゃって下さい｡次のようなことが僕の歌から聞き取られ,あな
たの心を動かした,と- 0F坂道の上に,日暮の最後の光が消えてしまった
頃,私が人生の道を,足どり弱く探し求めている時,(6連)1人の友であるあ
なたが,私が道を踏み迷わぬように守っていて下さるでしょう｡その友は私の
ために,夜をも昼の如く,いとわず,辛抱強く見守って下さっておられる｡は
かにそれを見ている人が誰もいなくても』と,(7連)｡若者は誠に以上のよう
な真心をもって愛するひとを助け導こうとしたのであった｡しかし家の中から
それに応ずる気配がなかったので,彼は絶望的に次の如く言う｡
Neversay- assomethingbodes-
"So,theworsthasyetaworse!
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"Whenlirehalts n`eathdoubleloads,
"Betterthetaskmaster'scurse
"Thansuchmusicontheroads! (st.Ⅶ)
第8連では語り手の男は,恋人に決して次のようなこと言わないでほしいと
思うが- 何となく彼女がこのようなことを感じ.言われるであろう,という
予感がしていたのだが- ,と前置きをして,再び独自の形で,相手の女性の
心を推し量って語る｡
Fそう,それでは,まるで最悪なることに,更に又悪いことが重なるような
ものなのね ! 私の生命が二重の重荷の下に,とどまり苦しんでいる時には,
路傍より聞えてくるこんな音楽を聞くよりは,`苛酷な仕事を課す主人の呪いの
言責を聞く方がましです 日 と｡相手の女性がせめてこのような気持ちで自分
うた
の愛の詩を聞いてほしくないと切に独り願うのである｡しかし彼女の気持ちは
次のような言葉で表わされるのではないかと彼は密かにおそれる｡
"Whennomoonsucceedsthesun,
"NorcanplerCethemidnight'stent
"Anystar,thesmalestone,
"Whilesomedrops,wherelightningrent,
'Show thefinalstorm begun- (st.Ⅸ)
"Whenthefire一月yhidesitsspot,
"Whenthegarden-voicesrail
"Inthedarknessthickandhot,-
"Shalanothervoiceavail,
"Thatshapebewherethesearenot? (st.x)
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F太陽が沈んだ後,月の出はなく,
真夜中の暗黒の帳を貫き通すことの出来る
いかなる星の光,小さな星影1つだに見えぬ時に,
稲妻の閃めいた辺より幾清かの雨粒が落ち初め,
最後の嵐が起ることを知らす時に-
蛍がその姿をかくす時に
重くたれこめた蒸し暑い暗夜の中で
庭にすだく虫の昔が跡絶えてしまった時に,
他の外の声が聞こえて来たとて何の役に立つのでしょうか｡
蟹も虫もいない所に.その人影が
現われるのでしょうか｡｣と
(第9連)
(第10連)
9連と10連は1連と2連の醸し出した重苦しい雰囲気を再度描こうとしてい
るBrowningの意図が伺える｡DeVaneもこの点に注目して "Thepoemisa
favoritewithsomebecauseofitsperfect blending ofscenery and
mood."(8)と述べている｡我々の目で見る事の出来ぬこの女性は若者の存在価
値さえ認めていない調子で,彼を"shape"呼ばわりしている｡それのみでなく,
次の連に至ると,彼女は若者の心に致命傷となる言葉を弾丸の如く浴せかけて
行くのである｡
"Hassomeplaguealongerlease,
"Pro打eringitshelpuncouth?
"Can'toneevendieinpeace?
"Asoneshutsone'seyesonyouth,
"Isthatfacethelastonesees?
(8)W.C.DeVane;op.cil.,p.202.
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(st.XI)
F私にやぼな援助を,与えると申し出ているかの妹な,面倒くさい人の寿命
は,まだ永いのでしょうか? 人は平和に安らかに死ぬことは出来ないのでし
ょうか? 人がその青春に別れを告げようとする時,あの顔がその人の目にう
つる最後の顔でしょうか』と
若者は彼女がこれ程までに.自分を嫌がり,迷惑に思っているのではないか
と,推測した時,もはやこれまでと,その場を立ち去ったのであった｡彼はそ
の時のことを次の如く追想する｡
Ohhow darkyourvilawas,
Windowsfastandobdurate!
How thegardengrudgedmegrass
WhereIstood- theirongate
Grounditsteethtoletmepass! (st.Ⅶ)
若者は悲しみと憤りに,胸が張り裂けるばかりになって,門を出る前にもう
一度別荘を振り返ってみた｡その時のことを思い出して彼は次の如く言うので
ある｡
あ ,ヽあなたの別荘は何と暗かったことでしょう｡
窓は皆固く,冷酷に閉じられてしまって !
僕が芝生の上に立って,それを踏みつけたのを庭がどんなに嫌って.
恨んだことだろう- 鉄の門の扉は,僕を通らせるのに,どんなに
歯ぎしりしたことか ! (12連)
かくして若者の一方的な熱烈な愛は,見事に暗礁に乗り上げてしまったo
Browningは12連の最後の3行の中に garden,grudged,grass,gate,ground
等の如くg-又はgrのaliterationを多く用いているが,これによって若者の
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いら立つ,荒々しい気持ちをよく表現していると思う｡若者は恋人に冷たくあ
しらわれて,恋の痛みを十分経験させられるが,それだけでなく,彼が踏みつ
けた芝生にしかめ顔をされ,鉄の扉からまで歯ぎしりをして追い立てられてし
まったというのである｡このような不幸な場面を措くのにBrowningが一見誇
張されたユー モラスな表現を用いてさらりと書き流したのは,さすがにBrowning
だという感じを持たされる｡こ のヽ箇所につき,Berdoeは実に面白い解釈を
している｡つまり"Theirongatewhichgrounditsteethtoletthesere-
naderpassseemedtobedisputingthelover'sprotestations;andone
fearsthatifhismistresswasliketheearth,and t`urnedinhersleep'
too,Shewouldderivelittlesatisfactionfrom hismusic."(9)という解釈を
するのである｡Berdoeに言わせると, この若者が恋人に対する恨みと抗議を
のべているのに対して,鉄の扉は歯ぎしりをすることによって,この若者に反
抗しているように思われる,ということになる｡それから又,もし恋人が大地
のように ｢寝返りを打った｣のだったら,彼女は若者の奏でる調べから満足感
は殆ど得られなかったのではないかと考える｡Berdoeは更に "Earthhasheard
manyserenadesandmanyvowsmadeonlytobebroken"それ故 t`beearth
turnedinhersleepinpain'と言う｡だから"Theladydreamedofmusic,
butslepton,"`10'だ,と納得しうるようである｡換言すれば,小夜曲に歌わ
れる愛の歌や,誓の言糞はたやすく破壊され勝ちである｡それ故大地は心を痛
め.寝返りを打つ,しかしかの恋人は調べを夢のうちに聞きながら眠り続けて
いた｡それで若者に応答出来なかった,と想像をめぐらすのである｡
以上のBerdoeの解釈の仕方には少々無理があって,ついて行けない所はあ
るが,一つの見方として,書き留めておくことにする｡
SutherlandOrrは"ASerenadeAtTheVila"hasatingeofmelan-
(91EdwardBerdoe;TheBroLuningCyclopaedia,(GeorgeAlen&Unwin
Ltd.,London,1931),p.470.
uO)ibid.,p.470.
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cholyhumour,whichmakesitthemorepathetic."(l)とし,内容は"Love
asthecompletenessofselトSurrender"を表わすもの,と述べている｡この
詩におけるBrowningの詩的描写力と技法についてArthurSymonsは次のよ
うにしるしている｡
A` 滋rena滋 attheVt'la,whichexpressesahopelesslovefrom the
man'sside,hasaspecialpicturesqueness,andsomethingmorethanplC-
turesqueness:natureandlifeareseenin throbbingsympathy. The
littletouchesofdescriptionglVeOnetheverysenseofthehotthund-
roussummernightasit`sultrilysusplreS'insympathywiththedis-
consolateloverathisfmitlessserenading."(12)
(B)TwointIleCampagna
sutherlandOrrは｢カンパニヤの二人｣という詩を評して"Loveasanunsat-
isfiedyearning"として見事にうたいあげている,と述べているが,それは多く
の批評家達の等しく認めるところである｡この作品も前述の詩と同様に､1855
年に詩集 MenandWomenの中に記載され,後にDramaticLyricsの中に
入れられた｡Kenyonによれば1853年の冬から54年の春にかけてBrowning夫
妻はローマに初めて住居を構えていたので.多分その春に書､れたものであろ
うと推測される｡Compagnaはローマの街を取りまく火山性の起伏している未
開発な広い平野であって,その長さは90哩,幅は40哩あると言われる｡以前は
イタリヤ西部地方にある沼沢地とTiber河畔の浸水によって吐き出されるひど
い毒気のある気体に悩まされたのだったが,今は埋立地となっているそうであ
る｡
EdwardBerdoeはBrowningがこの詩を書くにあたって,その背景として
ul)Mrs.SutherlandOrr;AHandbookToTheWoT･kso/RobeT･tBT･OWTt-
ing(G.BelAndSons,London,1927),p.229&p.224.
nオ ArthurSymons;op.cit.p.124.
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特に選んだCompagnadiRomaの様子と雰囲気についてくわしく紹介してい
る｡それでこの詩の理解の助けになれば,と思い,こヽに引用しておくことに
する｡
"Ancientlyitwasthe seatofnumerouscities,and isnow
dottedwithruinsinitswholeextent. Insummeritsvast
expanseislittle1)etterthananaridsteppe,andisvery dangerous
onaccountofthemalariaalmosteverywhereprevalent.lnwinter
andsprlngitissafer,andaffordsabundant pastureforsheep
andcattle. ThereisasolemnityandbautyabouttheCampagna
entirelyitsown.Tothereflectivemind,thisghostofoldRome
isfulofsuggestion:itsvast,almostlmitlessextent,asitseems
tothetraveler;itsabundantherbageandfloralwealthinearly
sprlng;itsdesolation,itscrumblingmonuments,anditsevidences
ofavanishedcivilisation,filthemindwith asweetsadness,
whichreadilyawakensthelongingfortheinfinitespokenofin
thepoem,- "(13)
Browning夫人が5月10日の手紙の中で Kembles姉妹達とCampagnaに行
ったと書いてあるのをみると,やはりDeVaneの言うように第-連にある5
月の朝は,前述の1854年のものと思われる｡この-篇の内容を簡単にまとめると
するなら,この詩の最終の2行,つまり,"Infinitepassion,andthepain/
Offiniteheartsthatyearn."ということになると思う｡換言して要約すれ
ば,有限なる心の中に,無限の情熱を求めようとして,それを果し得ぬ心の痛
みを訴える男の拝情的な独自である,と言ってよいと思う｡その苦しい訴えを,
聞かされている女性がElizabethBarrettBrowningであるか,否かについて,
かなりうるさく論議され,SharpやBlackburnは賛意を表しているが,Mrs.Orr
u3)EdwardBerdoe;op.Oil.,p.553.
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はBrowning夫妻との個人的な関係をほのめかしているものは全くないと,香
定している,と言われている｡JamesFotheringhamは"Thispoemisinthe
mainalove-poem,butitdealsthroughthatwithawidertheme,and
withalargeraspectoflife- Withanexperiencethatrelatestolifeas
(14)
awhole."と,恋愛を広い立場と高い視野から捕え,人生全体に関係づけて行
こうとしている詩である,と評している｡
では TwolnTheCampagnaの詩を読んで,詩人の声を聞いてみよう｡
Iwonderdoyou feelto-day
AsIhavefeltsince,handinhand,
Wesatdown on thegrass,tostray
ln spiritbetterthrough theland,
ThismorndfRomeandMay? (st.1.)
Browningの詩は相変らず難解であるが,前後の関係から推量してみると,
罪-連の大意は次の如くなると思う｡二人の恋人がCampagnaの野辺にいる｡
時は晴々とした五月の朝である｡男は愛する人に次のように問いかける｡かつ
てのある日,このCampagnaの草原にて,彼女と手に手を取り合って坐りな
がら,互に心の中では広野の上をいつもより楽しい気分で,迫遥しようとした
あの日のことを,今私が思い出しているように,あなたも思い浮べているであ
ろうか?と｡ (罪-逮)
Forme,Itouched athought,Iknow,
Hastantalizedmemanytimes,
(Liketurnsofthreadthespidersthrow
u4)'JamesFotheringham;Studieso/theMindandArtofRobeT･lBroLun-
ing(HoraceMarshallandSon,London,1900),p.218.
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Mockingacrossourpath)forrhymes
Tocatchatandletgo. (st.2.)
私はと言えば,私を絶えずいらだ せゝた1つの思いを思い浮べていた｡それ
は詩になりそうであって又詩にもならないようなものであった｡それは私が思
い悩んでいる問題の解決への道を明らかに出来そうにさせたり,させなかった
りしたのです｡それはからかい半分に道をさえぎるために,投げられた薄い蜘
妹の巣のように,私をいらだ せゝる思いであった,と男は恋人に胸中の1端を
打ちあける｡(第二連)
Helpmetoholdit!Firstitleft
Theyelowlngfennel,runtoseed
There,branchingfrom thebrickwork'scleft,
Someoldtomb'sruin;yonderweed
Tookupthefloatingweft,
Whereonesmalorangecupamassed
Fivebeetles,-blindandgreentheygrope
Amongthehoney-meal:andlast,
Everywhereonthegrassyslope
Itracedit.Holditfast! (st.4)
その思いをはっきり掴ませてはしい｡先ずそれは (その思いは), 実が入っ
て,その葉が黄ばんでしまった菌番 (ウイキョウ)の花から熟した種子となっ
て逃げ出し,ある朽ち果てた古い墓石の煉瓦の割目から枝を出している｡そし
て結局,その思いは,彼方の雑草の中に入って,蜘妹の糸のような軽い浮遊す
る忘想となって消えてしまった｡(第3連)
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雑草の中の1筒の小さな蜜柑の花の中に.5匹の甲虫が集合していた- 蜜
に酔ってふらふらになったのや,緑色の甲虫が,蜜を含んだ花粉の中を手探りし
ながら生気に溢れ,ぶんぶんうなっているのもいた｡その辺りの草原の傾斜し
た所のあちこちに私は私の思いを発見し,それをしっかり掴まえておきたいt
(第 4連)
以上の第3と第4連に見られるように若者は二人で来た思い出の地Campa-
gnaを訪れて,かつての感動を呼び起し,自分の心にわだかまる問題解決をな
そうとするが,空しく終ってしまいそうで気が気でない｡
ThechampalgnWithitsendlessfleece
Offeatherygrasseseverywhere!
Silenceandpassion,joyandpeace,
Aneverlastingwashorair-
Rome'sghostsinceherdecease. (st･Ⅴ･)
5遠目に入るとBrowningは若者を段々と詩の核心に導いて行く｡久方振り
に恋人と共に若者が立った広々としたTiber河畔のCampagnaには,羊の毛の
ように柔かい草が一面に繁っている!静寂と情熱,歓喜と平和が至る所に充ち
ている｡それに絶えることなくすぎ行く風の心地よさよ一｡されど,今この辺
りは,合ての華美と豪著を誇ったローマの全盛時代の面影を偲ぶよすがとなる
ものはなく,唯だ漠とした荒野があるのみ-0(第5連)
Suchlifehere,throughsuchlengthsorhours,
Suchmiraclesperformedinplay,
Suchprlmalnakedformsorflowers,
Suchlettingnaturehaveherway
Whileheavenlooksfrom itstowers!
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(st.Ⅵ.)
ローマが栄えた当時から今日に至るまでの,かくの如き永い時の流れの中も
どれ程多くの生命がここに存在し,どれ程多くの奇蹟的な自然現象が,この地
でくり拡げられたことだろう｡ここにはこのように原始さながらの,飾りをつ
けぬ裸のままの花の姿があり,自然はかくの如く,思うがままに自然の営みを
くら
続けさせられているではないか｡天が高きみ座より見下ろしていられる時に!
(第6連)T.Blackburnは"-Thisisanassertionofthegoodnessofsens-
uality･515と,この連について述べ,続いて ･Naturehasherwayunderthe
eyeofHeaven…," T`hereisnodisharmonybetweentheclaimsof
earth andheaven,spiritandflesh."(16)とつけ加えている｡
若者は様々に思いをめぐらせていたが,愛する恋人に次のように話しかける｡
How say you? Letus,0my dove,
Letusbeunashamed ofsoul,
Asearth lies baretoheaven above!
How isitunderourcontrol
To loveornottolove? (st.Ⅶ.)
あなたにどのように話したらよいのでしょうか｡最愛なるひとよZ私達は互
に心に抱いている思いを恥じないでおきましょう｡大地が天の下にてち,恥じ
ることなく,あるがままに,自然に息づいているように｡愛するとか,愛さな
いとかいうことは,どうして理智の力で制御出来ましょうか｡ひとが異性を愛
することは. 言わば天の至上命令の如きで,理性の力の外の力によるのだから,
恥じることはないでしょう,と｡(第7連)
前記第4,5,6連に,暗暗のうちに指摘されていたが,若者を悩ましてい
た思いの中核となっていたものこそは.人生と愛とにまつわる不可解な大きな謎
u9ThomasBlackburn;RobeT･tBT･oLJnlng,AStudy0/msPoelT･y (Eyre
&ーSpottiswoode,London,1867),p.49.
uq ibid.,p.50.
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ひめどと
であり秘事であった｡彼はCampagnaの広大な地に立って､国家興亡の長い歴
史をよそに,天の下にて,何ら恥じることもなく.生と愛と雌雄の交配の営み
が受け継がれ,多くの生命が息きづいているのをみて,意を強くしたのであっ
た｡上述の第6,第7連について,N.B.Crowellは"Intheselinesisseen
Brownlng'slifelongInsistenceontherightnessandwholesomenessof
loveandsex.Fecundnatureislookeduponwithapprovalby heaven,
andlikewisemanshouldbeunashamedofhisnature･"(17)iBrowningが
かねてからもっていた持論を取りあげている｡まさにBrowningはこのようにl
他の生物と同様に,人間に於ける愛と性とのいとなみは正当な自然的,健康的,
有益的なものであると,生涯を通して主張し続けた｡種の保存と繁栄が天の欲
ヽ
する所であれば,人はこれを尊び,恥じとすべきでないと,彼は多くの作品の
中でうたい続けている｡この詩の主人公もこのことを恋人に説こうとしたもの
と思われる｡
Iwould thatyou wereal tome,
Youthatarejustso much,nomore.
Noryoursnormine,norslavenorfree!
Wheredoesthefaultlie? Whatthecore
O'thewound,sincewound mustbe? (st.Ⅶ.)
あなたがそっくり全部私のものであってほしい｡けれどあなたはある程度ま
では私のものであるが,それ以上のものではない｡あなたは自分自身の自我を
主張するでもなく,私に従属しているものでもない｡あなたは奴隷でもなけれ
ば自由でもない!このどちら付かずの状態の原因は何であろうか?この状態を
招いた欠点がある筈だ,その欠点とは何だろうか｡(第8連)若者はかく問い
つヽ,自分を苦しめている思いの解明の核心に近づいて行くのである｡
u7)NortonB.Crowel;AReader'sGuidetoRobeT･tBrowning(Universi-
tyOfNewMexico,U.S.A.,1972),p.189.
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恋するこの若者は,彼女と共に一心一体になりたい,と願う激 しい熱情
(passion)に駆られて次のように続ける｡
Iwould Icouldadoptyourwil,
Seewith youreyes,and setmy heart
Beating by yours,anddrink my fil
Atyoursoul'ssprlngS,-yourpartmy part
ln lire,forgood andil. (st･Ⅸ･)
私があなたの意志を自分の意志とすることが出来れば良いのだが,あなたの
目でものを見ることが出来,あなたの心臓の鼓動に合せ<,私の心臓を鼓動さ
せることが出来,そしてそうすることにより一切の感情を共有することが出来,
あなたの魂の泉の水を心ゆくばかり飲むことが出来れば良いのだが,善くても.
悪くても,あなたの人生の役目を,私の人生の役目として受けとめていきたい
ものだ｡(第9遵)
第8連と9連にみられるように若者は心より誠心誠意,彼女を愛しているし,
彼女も恐らく彼を同じく愛しているに違いないが,彼ら2人はなぜか完全に霊
肉一致の1体になることが不可能であることを繰り返し経験する.第3連でみ
たように,彼はなぜそうなのか,その謎を解くよすがともなるであろう蜘蜂の
巣を,恋人にしっかり押えてもらって,破れないように手伝ってくれるように
頼んだ｡しかしそれは破れ,目に見えない空中に飛び去り,消えてしまった｡
それで謎は解けぬま 残ゝったのである｡Symonsは2人のこの状態を同情的に
次の如くまとめてのべる｡ "Thetwocanneverquitegrowtoone,and
he,Oppressedbytheterribleburdenofimperfectsympathies,isfor
everseeking,realising,losing,thenagalnSeekingthespiritual union
(18)
stilforeverdenied." Mrs.Orrはこれは恋する人々に課せられた運命的な●
uB)ArthurSymons;op.cll･,p･125･
18
苦しみであるから,それを甘受すべきである,と考えている｡E.Berdoe は
"Aspleasure,learning,wealth,havefailedtosatisfythesodofman,
sonotevenLove,theholiestpassionofthesoul,cansatisfythe
humanheart,whichcanrestinGodalone."(19)と述べ,最後に "Therest-
fulmusic,theanodyneforthepalmOfyearninghearts,com(芳from no
(20)
earthbornlove,howeverpure.' とつけ加える｡Berdoeは喜びも,学問も
富も,人間の魂を真の意味で満足させることは出来ない｡同様に最高にして秤
聖なる熱烈な愛情でさえも,人の心に絶対なる満足感は与え得ない｡それは神
の御許でのみしか与えられないものである｡恋い慕う心の痛みをいやすための
楽の音も,鎮痛剤もない｡いかにそれが清いものであってもこの地上の愛から
では得られない,と説く｡
Blackburnは連8について次のような解説を加える｡"Yetlikealhuman
experience,thoughwithaspecialintensity,love revealsitsimpasse.
Itsuggestsanat-onenessbetweenamanandawomanwhichinpoint
offactcanneverbecompletelyrealized. Dualitymustremain,the
separatenessofoneself,theothernessoftheother.Howeversatisfying
thecommunion,itcanneverwholyabsorbourdesirewhichmustgo
beyondanyhumanrelationship."(21｣対の男女間の 霊肉一致の問題がよく
称えられるが,それを完全に現実的に実行出来るものではない｡なぜなら
duality(二元性)という問題が残るからである｡つまりそれは,各が異なった
独立性と個性を持つ2つの個が,混合するというのでなく,完全に1つに融合～
しようと願うからである｡いかに2人の融合が緊密であっても各が独立した個
である以上 決して完全に相手の希望やあこがれをかなえてやることは不可能で
ことわり
ある｡その理をこの詩の主人公は冷静に理解するのが肝要であろう｡同時に又
一方が他方に奴隷の如く隷属したり,されたりすること等は到底考えられない｡
ug)と榊 EdwardBerdoe;op.cil.p.553.
el)ThomasBlackburn;op.cit.,p.50.
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Blackburnは若者が投げかけた問に対しで w`ound"や"fault"は人間の"falen"
humanity(堕落した人間)のconditionの故であると説く｡`Weareinvolved
inbothafiniteandinfiniteschemeofexistence.Wearecircumscribed
byouregoandeverydayawarenessandyettouchoverinto u`nknown
modesofbeing'.Ourdesireforknowledgeandexperiencemustexceed
thereachofourinteligenceandfivesenses."(22)我々は有限と無限の両
世界と常に係わり合いを持っている｡そして日々を我欲の世界に閉じ込めら
れて生きている｡それでも未知なるもの,無限なる高さ本質的なもの,神,等
に目を向けざるを得ない｡我々の求めるものは知力や五官を通して求め得るも
のより.■遥かに大いなる知識と経験とを追い求めるべきである,とBlackburn
はBrowningがこの詩で意図していたであろうことを力説している｡
それにも拘らず,第9連に於いて若者は,美しい恋人を熱愛するの余り,彼
女を最も完ぺきなものと思い込み,自己という殻を脱ぎすて ,ヽ彼女とすべての
点で文字通り,1つ(oneness)になりたいと切望し,前述の如 く熱烈な言葉を
連ねる｡しかしBrowningの若者はこ にゝ思いもかけぬ落 し穴のあることをや
がて知るのである｡
No .Iyearn upward,touch you close,
Then stand away.Ikissyourcheek,
Catch yoursoul'swarmth,-Iplucktherose
And loveitmorethan tonguecan speak-
Then thegood minutegoes. (st.X.)
若者はさすがに前の2連で,希望したことが叶う筈がないと思わしめられる｡
だから10連日では,私はあなたに崇高なる思いで憧れをつのらせて来たので,
もう今はあなたにじかに触れてみたという｡すると貴女はさっと身を引いてし
C2)ibid.,p.50.
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はは
まい,2人の心は離ればなれになってしまった｡私はあなたの頬に口付けをし,
あなたの魂の温さそのものに触れ,それを捕えることが出来る｡私はばらを摘
み取り,それを言葉で言いつくせぬ程に,こよなく愛でる｡-するとその瞬時
の至福は留まることなく,逃れ去ってしまう｡丁度2つの心がやっと1つに融
合出来たと思ったその至福の瞬時の如くに｡
かくして彼が求めて止まなかった甘い恋の実の味わいが,はかなく消え去る
のを身をもって経験させられる｡多くの人々はこのCampagnaに於ける詩は
"TheLastRideTogether"と同様に"failureinlove"をテーマにしていると
考へがちであるが,それは間違いであるとCrowellは主張する｡彼は "Itis,
rather,astudyofthenatureoflove,whichisimperfect,beingofthis
earth.SincelovetoBrownlngWasthemostpreciousthinginlife,man's
inabilitytoattainperfectioninloveremainedthegreatmystery."(23)
彼は更に続けて"Lovealone,howeverrapturous,cannotfilman's life.
(24)
Norcanloversfindacommonidentityhowevergreattheirlove." とい
う｡それではこれ程の熱烈な愛がなぜ彼が求め続ける"absoluteideal"を勝ち
取ることが出来ないかが問題になる｡
第10連で今我々がみたように若者は"goodminute"を捕えたかの如く見えた
がそれを逃してしまったOその原因となったのは2人の間に置かれた思わぬ障
壁であった｡Wiliam Whitlaはこの経緯につき以下の如く述べる｡ "The
loverscannotmergetheirseparatepersonalitiesinaself一glVlngOf
soultosoul.Foramomentitseemsthattheba汀ierbetweenthe
loversisaもout tovanish... Loveseemedtobeabouttobecome
eternity,buttheselvesoftheloversinterfered.Loveasamodeof
knowledgeislost;theiluminationisgone."(25)と｡それから愛の果すべき
脚と84)NortonB.Crowel;op.cit.p.189.
C5)WiliamWhitla;771eCbntT･alTruth/melnear･nationln Browning's
Poetry(UniversityOfTorontoPress,Canada,1963),pp.94-95.
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役割と責任に触れて行く｡"Thelovewhichcomesfrom incarnationalin-
dividualityglVeSal1,glVeSupal1,andforgivesal.Thatistheaction
oftheselfthatisrequiredanddemandedbylove,..Buttheloversin
TwointheG王mL,agnaremaintwo;theycannotgivealandgiveupal;
theirselvesinterfere,andsotheyloseal."(26)主人公がこの詩の中で求め
続けた1つの思いとは何か,の解答はこ にゝ明確に出ていると思う｡即ち,それ
はこのようなbarrier(障壁)を築いて相対しているfiniteな恋人同志がinfinitel
なpassionを夢中になって追い求めるが故に不安と,焦燥と,苦痛が伴うのだ
ということである｡
最後の2連を読んでみることにしよう｡
Alreadyhow am ∫sofar
Outofthatminute?Mustlgo
Stillikethethistle-bal,nobar,
Onward,wheneverlightwindsblow,
Fixedbynofriendlystar?
JustwhenIseemedabouttolearn!
Whereisthethreadnow?Offagaln!
Theoldtrick!OnlyIdiscern-
Infinitepassion,andthepalm
Offiniteheartsthatyearn.
(st.XI.)
(st.刃.)
私は今どうしてあの至福の時から,こんなに遠く離れて来てしまったのだろ
うか?私はそよ風が吹き来たる時,いつでも,何ものにも,さえぎられずに,
風のまにまに,前の種子のように,どこまでも飛んで行かねばならないのだろ
うか｡私を思想的に共鳴させるか又は,憧憶の念をもって私が,追い求めざる
田 ibidりp.95.
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を得ぬような友に引き留められることなしに｡(第11連)若者の深いため息が聞
えるようである｡
私が今,丁度愛の秘事を悟りかけていたという時なのに!又いつもの如くそ
れをたぐるその糸はどこに行ってしまうのか?又離れて行く!切切,と限りな
く拡がる熱情と,それを求めて止まる限りある心の痛み- このことがやっ
と私に理解出来ただけである,と若者は言う｡Browningがよく言うように我
々は常に何か真理を学び得たと思った時でも,次の瞬間にお先き真っ暗な不確
かさの中に追い込まれてしまうことがある｡ それを Browningは "Theold
trick"と名付けたのである｡だがそこに止まらず目的に向って前進せよと彼は
常に我らを励ます｡
第1連から12連に至るまでBrowningは何とかして,人生の一大事である愛
の神秘と秘事についての"おもい'をまとめようと努力した｡蜘妹の巣の如く薄
い網を張って ｢結論｣を捕えようと模索して来た｡しかし今まさにそれが得ら
れそうになった時,ポッンと切れた蜘妹の糸のように消え失せてしまった｡そ
して結局,手許に残ったのは.最後の2行の真理であったことを若者の口を借
りて語らせているのである｡
お わ り に
今回取り上げて書いた詩人の2つの詩のうちの一`A SerenadeAtTheVila"
は勿論のことであるが "TwolnTheCampagna'は私にとって難解で骨が折れ
た｡もとより等の遅い筆者ではあるが,今回は特に遅々として筆が進まず,逮
中で何度もやめてしまいたいと思った程である｡しかしBrowningの詩集の中に
盛られている励ましの声に,力づけられ,貧しい稿を書き終わることが出来,感謝
である｡最後に2番目の詩に対して,Browningの意をよく汲み取っていて,
参考にlなると思われる2人の研究者の言葉があるのでここに記しておきたいと
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思う｡
Norton B.Crowelの説
Ⅰ.I"TwointheCampagna'isBrownlng'sfineststudyofimperfection
inloveandtheessential isolationofthehumanheart.Thethemeis
thefinite,limited,unpredictablenatureof.loveandtheimpossib山ty
ofachievingonenesswithanyotherperson,eveninlove.Nopoetof
theagesooftensawtheriddleoflifeintermsofman'sunlqueneSS,
hisindividualpersonality,hisessentialisolation."(27)
Ⅱ. E`venlove,thesupremevalueoflife,ismarked byimperfection,
Sincelifedeniesabsolutes. Inthispoem Brownlngisdenyingthe
Romanticview ofloveasal-embracing,al-consumlng,andabsolute.
Perfectionimpliesstagnation,andstagnationisdeath.Onlythrough
struggledoeslifeachievemeanlng,forinstrugglethereisgrowth.
Manismostseverelytestedwhenfailuredestroyslove,his finest
possession.･(28)
JamesFotheringhamの説
Ⅰ."Loveisevertoseekbecauseitisideal,andtheheartisrestless
becausepassionisinfinite,whilesatisfactionisandmustbefinite.
AndsothispoetrylSromanticandpassionate,renderingnotmerely
theforcebutthemysteryofpassion."(29)
m NortonB.Crowel;op.cit.p.186.
田 ibid.,p.186.
脚 JamesFotheringham;op.cit.,p.487.
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